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 ブドウ糖を添加したスポーツドリンクを自由に摂取する条件（FAST）もしくは 30 秒ごとに
10-15ml ずつ摂取する条件（SLOW）を遂行し，血糖値およびインスリンの推移を比較した（n=6） 
検討 2：アイスクリーム摂取が血糖値，インスリン分泌およびエネルギー基質利用に与える影響 




 検討 2 と同様のアイスクリームを固形状態で摂取する冷凍条件（Freeze ICE: FICE）もしくは融
解した状態で摂取する冷蔵条件（Cold ICE: CICE）を遂行し，血糖値，インスリン，糖質および脂
質利用ならびに深部温の推移を比較した（n=6） 
 すべての補給食品は急速な筋グリコーゲンの回復を目的に，体重 1kg 当たり 1.2g になるよう調
整を行った．また，食品摂取後，被検者は 2時間にわたって座位安静状態を保持した．高強度間欠















検討 2：ICE 条件は CON 条件と比較して血糖値を低下させ（図 2-A），本来インスリン分泌を高める
とされる消化管ホルモンである gastric inhibitory peptide（GIP）を増加させたものの（図 2-B），
インスリンは低値を示した（図 2-C）．他方，ICE 条件は CON 条件に比べ，呼吸交換比（RER）は低
値を示し（図 2-D），呼気ガス分析から算出した糖質利用量は低値，脂質利用量は高値であった．さ
























修正が行われ、2017 年 12 月 25 日（月）に修正論文が審査委員に再提出された。実質的な審査





























































































 2018 年 2 月 8 日（木）に 13 時より C1 号館 202 号室で学位論文発表会を開催した。東郷君より
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